
あなたもサンタクロースになりませんか？

　
家
庭
行
事
の
中
で
大
切
に
さ
れ
て
い
る
ク
リ
ス
マ
ス
。

　
家
庭
の
状
況
に
課
題
を
抱
え
、
保
護
者
の
都
合
で

「
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
は
来
な
い
」
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
お

う
ち
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
子
ど
も
に
伝
え
ざ
る
を
得

な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
子
ど
も
達
は
心
の
ど
こ
か
で

サ
ン
タ
さ
ん
が
来
て
く
れ
る
こ
と
を
他
の
子
ど
も
た
ち

と
同
じ
よ
う
に
待
っ
て
い
る
。

　「
頑
張
っ
た
君
の
と
こ
ろ
に
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
や
っ

て
き
た
！
」

　
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
サ
ン
タ
は
そ
の
子
の
た
め
の
「
特
別

な
思
い
出
」
の
力
を
信
じ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
「
思
い
出
」
は
支
援
の
入
り
口
に
な
る
可
能

性
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
８
年
は
経
済
的
困
窮
の
家
庭
に
加
え
、
西
日

本
豪
雨
で
被
災
さ
れ
た
家
庭
に
も
思
い
出
を
届
け
ま

し
た
。

　
す
べ
て
の
困
難
な
環
境
に
関
係
な
く
、
す
べ
て
の
子

ど
も
た
ち
に
心
に
残
る
、
特
別
な
家
庭
の
思
い
出
を

届
け
る
た
め
に
。

　
本
レ
ポ
ー
ト
で
は
連
携
な
ど
の
仕
組
み
づ
く
り
を
始

め
、
家
庭
か
ら
の
声
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
サ
ン
タ
代
表
理
事
：
清
輔 

夏
輝

ル
ド
ル
フ
基
金 

担
当
理
事
：
河
津 

泉

き
よ
す
け

▲企業連携により集まった絵本たち

「ルドルフ基金」実績レポート

困難な家庭に思い出を届けるプロジェクト（2018年度）

～ あなたもサンタクロースになれる３つの方法 ～

困難の中にある子ども達に特別な思い出を

クリスマス時期に経済的困難な子どもを支える協働の仕組みづくり
この冊子は『ドコモ市民活動団体助成事業』からの助成金により作成しました。

チャリティーサンタ「ルドルフ基金」の取組では、趣旨に賛同する企業・支援団体・ボランティア・寄付者の皆様の参加をお待ち
しております。お気軽にご連絡ください。

問い合わせ（「ルドルフ基金」事務局） 

ウェブサイト

rudolph@charity-santa.com

https://www.charity-santa.com

ルドルフ基金の取り組みについて

フェイスブックページ

https://rudolph.charity-santa.com

https://www.facebook.com/charity.santa

クリスマスは誰もが知っている特別な日です。
「誰もが知っている日」だからこそ、様々な人が関心をもつ・行動できるきっか
けとなります。 一般市民のボランティア、企業や資源を持つ団体と 連携を通じな
がら、地域社会と「地域の見えにくいと ころで困っている子どもたち」がつながっ
ていける仕組 みをつくること」これが私たちのできることなのではないかと考え
ています。
 どんな環境にいても、すべての子どもたちが笑顔になれる１日めざし、チャリ
ティーサンタがみなさんと一緒に始められる３つの方法をご紹介します。

❶サンタクロースになる
現在、サンタクロースの希望に対し、なり手（ボランティア）が不足をしています。
サンタクロースが増えれば、思い出を届ける先の子ども達も増えます。
全国の支部であなたのサンタクロースの参加をお待ちしています。

❷寄付に参加する
ルドルフ基金の取り組みを通じ、子どもたちの思い出を届けるための準備・仕組みづくりやプレゼントに使用させていただ
きます。皆様の思いを形にし、子どもたちにサンタクロースを届けます。

❸企業連携
チャリティーサンタでは企業の「子どもたちのために」を形にするお手伝いをしています。2017年から始まった絵本を寄付
用に購入する取組「Book santa」は大きく拡大。2018年度は22都府県200書店で、実施することができました。

また、ベーカリー アンデルセンでは
64店舗で、寄付つき商品販売（特定
商品の売上 1% が寄付）、大阪イセタ
ン［ルクアイーレ］にて、寄付つき商
品販売（売上全額が寄付）といった
ように自分たちの市場を通じて、子ど
もたちに働きかける取り組みを行ってい
ます。
多くの人に社会課題を知っていただ
き、身近なところから働きかける土壌
をつくるのには企業との連携がとても
大切だと考えています。何かご一緒に
したいという企業の皆様は是着ご連絡
ください。

10月頃受付開始
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コラム

　昨
年
は
連
携
団
体
（
該
当
す
る
で
あ
ろ
う
家
庭
の
支
援
を
さ
れ
て
い
る
団
体
）
に
対
し
て
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
い
、
必

要
な
家
庭
に
情
報
を
届
け
ま
し
た
。

　子
ど
も
の
貧
困
は
見
え
に
く
く
、
ま
た
本
人
や
そ
の
家
庭
が
「
助
け
て
」
と
発
信
す
る
こ
と
も
困
難
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
サ
ン
タ
は
、「
ク
リ
ス
マ
ス
」
と
い
う
素
材
は
、
子
育
て
世
帯
に
と
っ
て
わ
か
り
や
す
い
た
め
、「
助

け
て
」
の
思
い
を
発
信
し
や
す
く
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　ま
だ
「
助
け
て
」
と
い
え
て
い
な
い
家
庭
（
既
存
の
支
援
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
家
庭
）
の
想
い
に
も
繋
が
れ
る
よ
う
、

連
携
団
体
を
通
じ
て
の
情
報
提
供
に
く
わ
え
、
２
０
１
８
年
は
応
募
を
オ
ー
プ
ン
に
し
、
前
年
は
10
都
道
府
県
の
み
で

実
施
だ
っ
た
も
の
を
全
国
的
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
少
し
な
が
ら
、
ク
リ
ス
マ
ス
と
い
う
情
報
を
た
ど
り
、

お
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
家
庭
が
あ
り
ま
し
た
。

　た
だ
、
経
済
的
に
も
時
間
的
に
忙
し
い
家
庭
に
情
報
を
届
け
る
の
は
ま
だ
ま
だ
難
し
い
状
態
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
団

体
と
の
連
携
や
情
報
の
届
け
方
の
工
夫
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

今年は、既存の支援団体と連携・協力し、対象の家庭へ働きかけました。またプレ
ゼントも企業連携を通じ、多くの方からの寄付で集めることができました。

プレゼント
ご家庭

保
護
者

子
ど
も

プレゼントをお預かりし、
チャリティー金（3,000円/
家庭）をいただきます。

頂いたチャリティー金
で、サンタが来ない子ど
もへの活動を行います。

当日
参加

支援

チャリ
ティー金

サンタ
研修

一般の方（大学生～80代程
度）にサンタになるための独
自研修を受けてもらいます。

既存の活動

ル
ド
ル
フ
基
金
で
行
う
取
組

【ルドルフ基金の流れ・図解】

クリスマス・イブ当日、お預か
りしたプレゼントをサンタさん
（ボランティア）がお届けに伺
います！

見
え
に
く
い
子
ど
も
の

貧
困
の
た
め
に

〜
助
け
て
を
言
い
や
す
く
〜

富裕層

平均

相対的貧困

絶対的貧困

所得が平均の半分未満

必要最低限の衣食住が不足している

　相対的貧困は全体の「平均」に対して半分以下の所得である状
態を指します。日本を含む先進国では、その「平均」のラインが発展
途上国などに比べて高いため、仮に平均以下でも、その多くが最低
限の衣食住には困らない生活を送ることができます。
　しかし「平均」と比較して同じものを手に入れることができない、

同じ経験ができないなどの状態が発生すると、徐 に々嫉妬やコンプ
レックスに悩むようになります。貧困というと、「生きるために必要な
最低限のものが不足している」というイメージが一般的に強いた
め、相対的貧困の状態が問題であると理解されにくい現実があり
ます。

　貧困には「絶対的貧困」と「相対的貧困」という2つの概念があり
ます。
　食べ物や住むところがないなど、人間が生きるのに必要最低限
の衣食住にアクセスできない層を「絶対的貧困」、それに対してそ
の国・地域の中で普通と呼ばれる生活ができない層を「相対的貧
困」と呼びます。

相対的貧困は「見えない貧困」

改めて考える「貧困問題」の意味

　「ル
ド
ル
フ
基
金
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
は
、２
０
０
８
年
よ
り
行
っ
て
い
る
通
常
の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
訪
問
に
よ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
活
動
で
得
た
寄
付
金
で
、
厳
し
い
環
境
の
中
に
あ
る
子
ど
も
達

へ
無
償
で
の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
訪
問
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
提
供
を
行
う
取
り
組
み
で
す
。

　チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
サ
ン
タ
が
行
っ
た
、
経
済
的
不
安
が
あ
る
家
庭
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
中
で
も
、

子
ど
も
の
長
期
休
み
に
も
旅
行
や
自
然
体
験
な
ど
に
連
れ
て
行
っ
て
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
と
い

う
声
が
多
く
、特
別
な
体
験
に
伴
う
「
思
い
出
」
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う
意
見
が
最
も
目
立
っ

て
い
ま
す
。

　「当
た
り
前
の
思
い
出
が
な
い
」

　時
間
的
、
精
神
的
な
ゆ
と
り
も
持
て
な
い
状
況
に
あ
る
家
庭
は
、
一
般
的
な
家
庭
行
事
（
誕

生
日
、
ク
リ
ス
マ
ス
、
家
族
旅
行
な
ど
）
の
経
験
が
得
ら
れ
ず
、
不
要
な
劣
等
感
や
罪
悪
感
を

抱
え
、
社
会
的
孤
立
を
深
め
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　子
ど
も
の
貧
困
率
が
高
く
な
る
現
在
に
お
い
て
、
行
政
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
の
人
が
「
地

域
の
な
か
の
当
事
者
」
と
し
て
捉
え
、
支
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
に
希
望
の
あ

る
未
来
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
。

　し
か
し
、
一
般
市
民
誰
も
が
子
ど
も

の
貧
困
に
対
し
て
行
動
に
う
つ
す
の
は
、

現
在
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
状
態
で
あ
る
た

め
、
多
く
の
人
が
参
加
し
や
す
く
、
支

え
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　そ
こ
で
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
サ
ン
タ
で

は「
ク
リ
ス
マ
ス
」と
い
う
誰
し
も
が
知
っ

て
い
る
行
事
を
通
し
、
多
く
の
人
が
子

ど
も
達
の
た
め
に
働
き
か
け
る
こ
と
の

で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
り
、
波
及

さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

厳
し
い
環
境
の
中
に
あ
る
子
ど
も
た
ち
に

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
を
届
け
る
！

ル
ド
ル
フ
基
金
活
動
報
告

2018年は西日本豪雨を受け、急に経済的・精神的に不安定
になってしまった家庭に対しても訪問や支援を行いました。上
記の数字のうち、被災家庭101家庭にサンタクロースを贈り、
881人の子どもたちに思い出とプレゼントを届けました。

2 0 1 8年実績

 ● NPO 法人しんぐるまざあず・ふぉーらむ（全国） ● 特定
非営利活動法人インクルいわて ● 特定非営利活動法人あ
きた子どもネット ● 浜松市社会福祉協議会 ● 認定 NPO 法
人フードバンク山梨 ● シンママ大阪応援団 ● 岡山県男女共
同参画推進センター ● 一般社団法人ほっと岡山 ● 一般財
団法人岡山県母子寡婦福祉連合会 ● 広島市中区母子寡
婦福祉会 ● 広島市安佐南区母子寡婦福祉会 ● 学生服リ
ユース SHOP さくらや ( 株式会社サンクラッド ) ● 特定非
営利活動法人しんぐるまざあず・ふぉーらむ・福岡 ● シン
ママ熊本応援団 ● 一般社団法人 日本プレミアム能力開発
協会 ● グッド・トイ委員会みやざき ● おもちゃ病院 ● NPO
法人家庭・青少年教育ネットワーク ● しんぐるまざあず・
ふぉーらむ沖縄

ご協力いただいた団体の皆様（敬称略）

2019年はさらに実施地域を増やし、
子どもたちに笑顔を届けることができるよう、

働きかけていきます！364家庭 ／ 1291人
●困窮家庭への訪問
 （サンタクロースからの手紙郵送含む）

▲申し込みページ（2018年度）
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携
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の
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団
体
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に
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ア
プ
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を
行
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要
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家
庭
に
情
報
を
届
け
ま
し
た
。
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ど
も
の
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困
は
見
え
に
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、
ま
た
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や
そ
の
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が
「
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」
と
発
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る
こ
と
も
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と
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い

ま
す
。
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テ
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ー
サ
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タ
は
、「
ク
リ
ス
マ
ス
」
と
い
う
素
材
は
、
子
育
て
世
帯
に
と
っ
て
わ
か
り
や
す
い
た
め
、「
助

け
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」
の
思
い
を
発
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し
や
す
く
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
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ま
す
。
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だ
「
助
け
て
」
と
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て
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い
家
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（
既
存
の
支
援
に
つ
な
が
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て
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な
い
家
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）
の
想
い
に
も
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が
れ
る
よ
う
、

連
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団
体
を
通
じ
て
の
情
報
提
供
に
く
わ
え
、
２
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１
８
年
は
応
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を
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に
し
、
前
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は
10
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府
県
の
み
で

実
施
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っ
た
も
の
を
全
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的
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
少
し
な
が
ら
、
ク
リ
ス
マ
ス
と
い
う
情
報
を
た
ど
り
、

お
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
家
庭
が
あ
り
ま
し
た
。

　た
だ
、
経
済
的
に
も
時
間
的
に
忙
し
い
家
庭
に
情
報
を
届
け
る
の
は
ま
だ
ま
だ
難
し
い
状
態
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
団

体
と
の
連
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や
情
報
の
届
け
方
の
工
夫
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

今年は、既存の支援団体と連携・協力し、対象の家庭へ働きかけました。またプレ
ゼントも企業連携を通じ、多くの方からの寄付で集めることができました。

プレゼント
ご家庭

保
護
者

子
ど
も

プレゼントをお預かりし、
チャリティー金（3,000円/
家庭）をいただきます。

頂いたチャリティー金
で、サンタが来ない子ど
もへの活動を行います。

当日
参加

支援

チャリ
ティー金

サンタ
研修

一般の方（大学生～80代程
度）にサンタになるための独
自研修を受けてもらいます。

既存の活動

ル
ド
ル
フ
基
金
で
行
う
取
組

【ルドルフ基金の流れ・図解】

クリスマス・イブ当日、お預か
りしたプレゼントをサンタさん
（ボランティア）がお届けに伺
います！

見
え
に
く
い
子
ど
も
の

貧
困
の
た
め
に

〜
助
け
て
を
言
い
や
す
く
〜

富裕層

平均

相対的貧困

絶対的貧困

所得が平均の半分未満

必要最低限の衣食住が不足している

　相対的貧困は全体の「平均」に対して半分以下の所得である状
態を指します。日本を含む先進国では、その「平均」のラインが発展
途上国などに比べて高いため、仮に平均以下でも、その多くが最低
限の衣食住には困らない生活を送ることができます。
　しかし「平均」と比較して同じものを手に入れることができない、

同じ経験ができないなどの状態が発生すると、徐 に々嫉妬やコンプ
レックスに悩むようになります。貧困というと、「生きるために必要な
最低限のものが不足している」というイメージが一般的に強いた
め、相対的貧困の状態が問題であると理解されにくい現実があり
ます。

　貧困には「絶対的貧困」と「相対的貧困」という2つの概念があり
ます。
　食べ物や住むところがないなど、人間が生きるのに必要最低限
の衣食住にアクセスできない層を「絶対的貧困」、それに対してそ
の国・地域の中で普通と呼ばれる生活ができない層を「相対的貧
困」と呼びます。

相対的貧困は「見えない貧困」

改めて考える「貧困問題」の意味

　「ル
ド
ル
フ
基
金
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
は
、２
０
０
８
年
よ
り
行
っ
て
い
る
通
常
の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
訪
問
に
よ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
活
動
で
得
た
寄
付
金
で
、
厳
し
い
環
境
の
中
に
あ
る
子
ど
も
達

へ
無
償
で
の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
訪
問
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
提
供
を
行
う
取
り
組
み
で
す
。

　チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
サ
ン
タ
が
行
っ
た
、
経
済
的
不
安
が
あ
る
家
庭
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
中
で
も
、

子
ど
も
の
長
期
休
み
に
も
旅
行
や
自
然
体
験
な
ど
に
連
れ
て
行
っ
て
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
と
い

う
声
が
多
く
、特
別
な
体
験
に
伴
う
「
思
い
出
」
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う
意
見
が
最
も
目
立
っ

て
い
ま
す
。

　「当
た
り
前
の
思
い
出
が
な
い
」

　時
間
的
、
精
神
的
な
ゆ
と
り
も
持
て
な
い
状
況
に
あ
る
家
庭
は
、
一
般
的
な
家
庭
行
事
（
誕

生
日
、
ク
リ
ス
マ
ス
、
家
族
旅
行
な
ど
）
の
経
験
が
得
ら
れ
ず
、
不
要
な
劣
等
感
や
罪
悪
感
を

抱
え
、
社
会
的
孤
立
を
深
め
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　子
ど
も
の
貧
困
率
が
高
く
な
る
現
在
に
お
い
て
、
行
政
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
の
人
が
「
地

域
の
な
か
の
当
事
者
」
と
し
て
捉
え
、
支
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
に
希
望
の
あ

る
未
来
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
。

　し
か
し
、
一
般
市
民
誰
も
が
子
ど
も

の
貧
困
に
対
し
て
行
動
に
う
つ
す
の
は
、

現
在
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
状
態
で
あ
る
た

め
、
多
く
の
人
が
参
加
し
や
す
く
、
支

え
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　そ
こ
で
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
サ
ン
タ
で

は「
ク
リ
ス
マ
ス
」と
い
う
誰
し
も
が
知
っ

て
い
る
行
事
を
通
し
、
多
く
の
人
が
子

ど
も
達
の
た
め
に
働
き
か
け
る
こ
と
の

で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
り
、
波
及

さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

厳
し
い
環
境
の
中
に
あ
る
子
ど
も
た
ち
に

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
を
届
け
る
！

ル
ド
ル
フ
基
金
活
動
報
告

2018年は西日本豪雨を受け、急に経済的・精神的に不安定
になってしまった家庭に対しても訪問や支援を行いました。上
記の数字のうち、被災家庭101家庭にサンタクロースを贈り、
881人の子どもたちに思い出とプレゼントを届けました。

2 0 1 8年実績

 ● NPO 法人しんぐるまざあず・ふぉーらむ（全国） ● 特定
非営利活動法人インクルいわて ● 特定非営利活動法人あ
きた子どもネット ● 浜松市社会福祉協議会 ● 認定 NPO 法
人フードバンク山梨 ● シンママ大阪応援団 ● 岡山県男女共
同参画推進センター ● 一般社団法人ほっと岡山 ● 一般財
団法人岡山県母子寡婦福祉連合会 ● 広島市中区母子寡
婦福祉会 ● 広島市安佐南区母子寡婦福祉会 ● 学生服リ
ユース SHOP さくらや ( 株式会社サンクラッド ) ● 特定非
営利活動法人しんぐるまざあず・ふぉーらむ・福岡 ● シン
ママ熊本応援団 ● 一般社団法人 日本プレミアム能力開発
協会 ● グッド・トイ委員会みやざき ● おもちゃ病院 ● NPO
法人家庭・青少年教育ネットワーク ● しんぐるまざあず・
ふぉーらむ沖縄

ご協力いただいた団体の皆様（敬称略）

2019年はさらに実施地域を増やし、
子どもたちに笑顔を届けることができるよう、

働きかけていきます！364家庭 ／ 1291人
●困窮家庭への訪問
 （サンタクロースからの手紙郵送含む）

▲申し込みページ（2018年度）
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　サ
ン
タ
を
見
た
こ
と
が
な
い
４
歳
の
娘
。

サ
ン
タ
か
ら
直
接
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
っ
た

こ
と
も
な
い
た
め
、「
う
ち
に
は
サ
ン
タ
が

来
な
い
」
と
ぼ
や
い
て
い
ま
し
た
。

　ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
、
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
の
画

面
に
映
し
出
さ
れ
た
サ
ン
タ
を
見
て
絶

叫
、
そ
し
て
落
ち
着
か
な
く
部
屋
を
走
り

回
り
、
体
全
体
で
喜
び
を
表
現
し
て
い
ま

し
た
。
実
際
、
玄
関
で
の
対
面
の
際
は
、

か
な
り
恥
ず
か
し
か
っ
た
よ
う
で
、
照
れ
て

隠
れ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
温
か

く
対
応
し
て
い
た
だ
き
、
徐
々
に
緊
張
も

ほ
ぐ
れ
、
と
て
も
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ

た
よ
う
で
す
。

　サ
ン
タ
さ
ん
が
帰
っ
た
後
も
、
サ
ン
タ
さ

ん
と
の
会
話
を
何
度
も
繰
り
返
し
て
い
ま

し
た
。
素
敵
な
時
間
と
夢
を
与
え
て
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
回

は
ひ
と
り
親
枠
で
の
応
募
で
し
た
の
で
、

無
料
で
対
応
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
サ

ン
タ
さ
ん
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
、
絵
本
の
寄

付
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
な
ど
、
多
く
の

方
々
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　娘
が
成
長
し
た
と
き
に
、
今
度
は
夢
を

与
え
る
側
に
な
っ
て
も
ら
え
た
ら
母
と
し
て

は
嬉
し
い
限
り
で
す

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
サ
ン
タ
で
は
今

年
、
21
歳
の
女
の
子
に
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
を
贈
り
ま
し
た
。

Ｍ
ち
ゃ
ん
は
実
の
両
親
に
よ
る

虐
待
を
受
け
、
現
在
は
親
代
り
と

な
っ
て
く
れ
た
Ｋ
さ
ん
の
保
護
の

元
で
生
活
を
し
て
い
ま
す
。
入
退

院
を
繰
り
返
し
て
い
た
た
め
、
自

宅
で
ク
リ
ス
マ
ス
を
迎
え
る
の

は
、
今
年
が
初
め
て
で
し
た
。

　本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

当
日
ま
で
本
人
に
は
知
ら
せ
ず
、
間
も
な

く
到
着
の
お
知
ら
せ
メ
ー
ル
を
頂
い
て
か

ら
、

「
今
日
サ
ン
タ
さ
ん
く
る
よ
、
部
屋
で
待
っ

て
て
ね
」
と
話
し
ま
し
た
。
本
人
は
「
ま

さ
か
〜
。
サ
ン
タ
っ
て
親
じ
ゃ
ん
、Ｋ
さ
ん
が

サ
ン
タ
の
恰
好
す
る
の
？

　Ｋ
さ
ん
が
サ
ン

タ
に
な
る
ん
で
し
ょ
〜
」
と
。

　私
は
「
い
い
か
ら
、
待
っ
て
な
〜
。」
と

話
し
て
、
台
所
で
夕
飯
の
支
度
。
そ
し
た

ら
玄
関
か
ら
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
！

　Ｍ
ち
ゃ
ん
は
、
最
初
頭
の
中
が
『
？
』

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　そ
の
あ
と
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
の

「
生
き
て
い
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」

「
今
ま
で
よ
く
頑
張
っ
た
ね
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聞
い
て
大
泣
き
。

　サ
ン
タ
さ
ん
達
が
帰
っ
て
か
ら
、
私
に
抱

き
つ
い
て
し
ば
ら
く
号
泣
し
て
ま
し
た
。

ビ
ッ
ク
リ
と
、
嬉
し
さ
と
、
感
動
で
動
け

な
く
な
っ
て
い
た
の
で
、
ハ
グ
し
な
が
ら
し

ば
ら
く
Ｍ
ち
ゃ
ん
の
背
中
を
さ
す
っ
て
い
ま

し
た
。

　今
ま
で
、Ｍ
ち
ゃ
ん
の
家
で
は
ク
リ
ス
マ

ス
を
お
祝
い
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
わ
が
家
に
保
護
し
て
か
ら
最
初
の
ク

リ
ス
マ
ス
は
、
実
の
親
に
放
置
さ
れ
た
ま

ま
長
年
病
院
に
通
っ
て
い
な
か
っ
た
為
、
診

察
の
結
果
、
命
の
危
機
で
入
院
。

　今
年
が
初
め
て
一
緒
に
過
ご
す
ク
リ
ス

マ
ス
で
し
た
。

　と
て
も
思
い
出
深
い
サ
プ
ラ
イ
ズ
に
な
り

ま
し
た
。
夜
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
サ
ン
タ
に
つ

い
て
教
え
ま
し
た
。

　長
崎
県
に
Ｍ
ち
ゃ
ん
と
似
た
境
遇
の
Ｓ
Ｎ

Ｓ
仲
間
が
い
る
そ
う
で
、
探
し
て
み
た
の
で

す
が
長
崎
支
部
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
ね
、

と
一
緒
に
話
し
ま
し
た
。
い
つ
か
出
来
る

と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

Ｍ
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
初
め
て
の
ク

リ
ス
マ
ス
の
思
い
出
に
携
わ
れ
た

こ
と
を
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
サ
ン
タ
と

し
て
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
何
か
し
ら
の
原
因
で
ク
リ
ス
マ

ス
に
思
い
出
が
な
い
子
ど
も
た
ち

が
大
き
く
な
る
前
に
、
幼
少
期
か

ら
「
自
分
は
大
切
な
存
在
な
の

だ
」
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
思

い
出
が
届
く
形
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
、
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。
多

く
の
子
ど
も
達
に
届
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
努
力
を
重
ね
て
い

き
ま
す
。

～どんな子に届いているのか？～

保
護
者
の
生
の
声

こ
な
い
と
思
っ
て
た
サ
ン
タ
が

来
た
時
の
感
動

21
歳
は
じ
め
て
の

ク
リ
ス
マ
ス

子ど 様もの 子 　子
ど
も
が
い
る
現
役
世
帯
の
相
対
的
貧
困
率
は
15
・
１
％
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
ひ
と
り

親
世
帯
の
相
対
的
貧
困
率
が
54
・
６
％
と
、
大
人
が
２
人
以
上
い
る
世
帯
に
比
べ
て
非
常
に
高

い
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。※1

　チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
サ
ン
タ
で
は
対
象
家
庭
の
実
際
の
生
活
や
状
況
に
対
し
て
の
想
い
を
確
認
す

る
た
め
に
、
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
を
対
象
に
調
査
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

※1
（『
平
成
27
年
版
　
子
ど
も
・
若
者
白
書
』
厚
生
労
働
省
）

　２
０
１
７
年
度
の
調
査
結
果
で
は
「
ク
リ
ス
マ
ス
な
ん
て
な
く
て
い
い
、
来
な
い
で
ほ
し
い
と

思
っ
た
こ
と
が
あ
る
」
と
い
う
設
問
に
関
し
て
「
あ
る
」
と
回
答
し
た
の
は
36
・
９
％
で
、
シ

ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
３
人
に
１
人
が
「
思
っ
た
こ
と
が
あ
る
」
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　そ
の
理
由
と
し
て
は
「
お
金
が
か
か
る
」「
時
間
が
か
か
る
（
余
裕
が
な
い
）」「
母
子
ふ
た

り
で
寂
し
い
か
ら
」
と
い
う
回
答
が
目
立
ち
ま
し
た
。

　　ク
リ
ス
マ
ス
が
家
庭
の
中
に
お
い
て
の
最
重
要
イ
ベ
ン
ト※

で
あ
る
の
は
変
わ
ら
な
い
の
に
対

し
、「
子
ど
も
を
落
胆
さ
せ
た
く
な
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、
金
銭
的
な
圧
迫
や
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

を
感
じ
て
い
る
家
庭
が
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

※

「
サ
ン
タ
白
書
２
０
１
７
」

　実
際
に
２
０
１
７
年
度
の
申
し
込
み
家

庭
に
は
「
昨
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
は
プ
レ
ゼ
ン

ト
ど
こ
ろ
か
夜
中
に
半
額
に
な
っ
た
ケ
ー

キ
を
購
入
す
る
の
も
た
め
ら
っ
た
」「
子
ど

も
が
他
の
家
庭
と
比
較
し
な
い
で
済
む
た

め
、
冬
休
み
に
入
っ
て
い
た
こ
と
だ
け
が

心
の
救
い
だ
っ
た
」
と
い
う
声
も
届
い
て
お

り
、
そ
の
切
実
さ
が
伝
わ
り
ま
し
た
。

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
３
人
に
１
人
が

「
ク
リ
ス
マ
ス
な
ん
て
こ
な
い
で
ほ
し
い
」

クリスマスなんてなくてもいい、
来ないでほしいと思ったことがありますか？

ある
36.9%

ない
63.1%

回答数 103

が
家
は
ひ
と
り
親
家
庭
の
た
め
、
ふ
た

り
暮
ら
し
。
一
歳
か
ら
保
育
園
へ
預
け

仕
事
を
し
て
い
て
、
２
年
生
に
な
っ
た
現

在
は
学
童
へ
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
家
に
お
友

達
や
お
客
様
が
遊
び
に
来
る
こ
と
は
一
般
的
な
家
庭

よ
り
か
な
り
少
な
い
と
思
い
ま
す
。
ひ
と
り
親
と
し

て
は
、
週
末
に
他
の
家
族
に
声
を
掛
け
る
の
も
気
が

引
け
る
の
で
、
常
に
ふ
た
り
。
ま
た
は
ひ
と
り
親
友

達
で
遊
ぶ
の
で
母
親
と
子
ど
も
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
ア
ウ
ト
ド
ア
や
イ
ベ
ン
ト
、
サ
ッ
カ
ー
観
戦
な

ど
、
様
々
な
お
出
か
け
が
出
来
る
よ
う
に
努
力
し
て

い
ま
す
が
、
全
て
ひ
と
り
親
の
為
に
無
料
で
開
催
さ

れ
る
イ
ベ
ン
ト
や
、
抽
選
に
応
募
し
て
当
選
し
た
イ
ベ

ン
ト
な
の
で
、
情
報
収
集
や
応
募
に
は
情
熱
を
注
い

で
頑
張
り
ま
す
。
ふ
た
り
で
パ
ー
テ
ィ
ー
を
し
て
も

寂
し
く
、
特
別
な
演
出
も
限
界
が
あ
る
。
せ
め
て
小

さ
い
う
ち
は
ク
リ
ス
マ
ス
と
誕
生
日
く
ら
い
は
「
特

別
」
に
し
た
い
！
と
い
う
思
い
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
サ
ン

タ
に
依
頼
し
ま
し
た
。

我

事
の
掛
け
持
ち
を
し
て
い
て
世
の
中
は
ク

リ
ス
マ
ス
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
や
っ
と

で
の
思
い
で
１
ヶ
月
生
活
を
し
て
い
ま

す
。
元
旦
那
が
置
い
て
い
っ
た
借
金
の
返
済
、
子
ど

も
服
も
同
い
年
の
子
か
ら
譲
っ
て
も
ら
っ
た
服
、
ど
ん

な
に
甘
え
た
い
か
ど
れ
だ
け
寄
り
添
っ
て
欲
し
い
か
痛

い
ほ
ど
伝
わ
る
ん
で
す
が
、
私
自
身
も
や
っ
と
で
生

活
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
段
階
。
少
し
で
も
息
子
に

あ
っ
た
か
い
ク
リ
ス
マ
ス
に
な
っ
て
ほ
し
く
お
申
込
み

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

仕
ど
も
が
本
当
に
欲
し
い
お
も
ち
ゃ
は
買
っ

て
あ
げ
ら
れ
な
い
で
す
が
、
や
っ
ぱ
り
サ

ン
タ
さ
ん
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
た
め
、
日
々
と
て
も
心
苦
し
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。
今
回
こ
う
い
う
素
敵
な
サ
ポ
ー
ト
が
あ
る

と
知
り
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
子
ど
も
を
喜
ば
せ
て
あ
げ

ら
れ
た
ら
と
て
も
い
い
思
い
出
に
な
る
か
な
と
思
い
、

図
々
し
い
か
と
は
思
い
ま
し
た
が
、
お
申
込
み
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

子

子
家
庭
の
た
め
、
日
々
の
生
活
に
追
わ
れ

て
一
般
家
庭
の
よ
う
に
旅
行
や
遠
方
レ

ジ
ャ
ー
を
経
験
さ
せ
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ

ん
。
い
つ
も
心
苦
し
い
思
い
が
あ
り
ま
し
た
が
、
去

年
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
サ
ン
タ
の
存
在
を
知
り
、
い
つ
も
我

慢
さ
せ
て
い
る
分
、
せ
め
て
ク
リ
ス
マ
ス
に
サ
ン
タ
さ

ん
に
会
わ
せ
て
あ
げ
た
い
な
と
思
い
、
応
募
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
当
日
は
想
像
以
上
に
喜
び
、
サ
ン
タ

さ
ん
が
帰
っ
て
も
大
興
奮
。
そ
の
姿
を
見
て
親
と
し

て
色
ん
な
感
情
で
こ
ち
ら
ま
で
泣
け
て
き
ま
し
た
。

母

「
他
の
家
庭
と
の
比
較
が
怖
い
」

そ
ん
な
声
も
。
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　サ
ン
タ
を
見
た
こ
と
が
な
い
４
歳
の
娘
。

サ
ン
タ
か
ら
直
接
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
っ
た

こ
と
も
な
い
た
め
、「
う
ち
に
は
サ
ン
タ
が

来
な
い
」
と
ぼ
や
い
て
い
ま
し
た
。

　ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
、
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
の
画

面
に
映
し
出
さ
れ
た
サ
ン
タ
を
見
て
絶

叫
、
そ
し
て
落
ち
着
か
な
く
部
屋
を
走
り

回
り
、
体
全
体
で
喜
び
を
表
現
し
て
い
ま

し
た
。
実
際
、
玄
関
で
の
対
面
の
際
は
、

か
な
り
恥
ず
か
し
か
っ
た
よ
う
で
、
照
れ
て

隠
れ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
温
か

く
対
応
し
て
い
た
だ
き
、
徐
々
に
緊
張
も

ほ
ぐ
れ
、
と
て
も
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ

た
よ
う
で
す
。

　サ
ン
タ
さ
ん
が
帰
っ
た
後
も
、
サ
ン
タ
さ

ん
と
の
会
話
を
何
度
も
繰
り
返
し
て
い
ま

し
た
。
素
敵
な
時
間
と
夢
を
与
え
て
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
回

は
ひ
と
り
親
枠
で
の
応
募
で
し
た
の
で
、

無
料
で
対
応
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
サ

ン
タ
さ
ん
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
、
絵
本
の
寄

付
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
な
ど
、
多
く
の

方
々
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　娘
が
成
長
し
た
と
き
に
、
今
度
は
夢
を

与
え
る
側
に
な
っ
て
も
ら
え
た
ら
母
と
し
て

は
嬉
し
い
限
り
で
す

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
サ
ン
タ
で
は
今

年
、
21
歳
の
女
の
子
に
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
を
贈
り
ま
し
た
。

Ｍ
ち
ゃ
ん
は
実
の
両
親
に
よ
る

虐
待
を
受
け
、
現
在
は
親
代
り
と

な
っ
て
く
れ
た
Ｋ
さ
ん
の
保
護
の

元
で
生
活
を
し
て
い
ま
す
。
入
退

院
を
繰
り
返
し
て
い
た
た
め
、
自

宅
で
ク
リ
ス
マ
ス
を
迎
え
る
の

は
、
今
年
が
初
め
て
で
し
た
。

　本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

当
日
ま
で
本
人
に
は
知
ら
せ
ず
、
間
も
な

く
到
着
の
お
知
ら
せ
メ
ー
ル
を
頂
い
て
か

ら
、

「
今
日
サ
ン
タ
さ
ん
く
る
よ
、
部
屋
で
待
っ

て
て
ね
」
と
話
し
ま
し
た
。
本
人
は
「
ま

さ
か
〜
。
サ
ン
タ
っ
て
親
じ
ゃ
ん
、Ｋ
さ
ん
が

サ
ン
タ
の
恰
好
す
る
の
？

　Ｋ
さ
ん
が
サ
ン

タ
に
な
る
ん
で
し
ょ
〜
」
と
。

　私
は
「
い
い
か
ら
、
待
っ
て
な
〜
。」
と

話
し
て
、
台
所
で
夕
飯
の
支
度
。
そ
し
た

ら
玄
関
か
ら
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
！

　Ｍ
ち
ゃ
ん
は
、
最
初
頭
の
中
が
『
？
』

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　そ
の
あ
と
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
の

「
生
き
て
い
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」

「
今
ま
で
よ
く
頑
張
っ
た
ね
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聞
い
て
大
泣
き
。

　サ
ン
タ
さ
ん
達
が
帰
っ
て
か
ら
、
私
に
抱

き
つ
い
て
し
ば
ら
く
号
泣
し
て
ま
し
た
。

ビ
ッ
ク
リ
と
、
嬉
し
さ
と
、
感
動
で
動
け

な
く
な
っ
て
い
た
の
で
、
ハ
グ
し
な
が
ら
し

ば
ら
く
Ｍ
ち
ゃ
ん
の
背
中
を
さ
す
っ
て
い
ま

し
た
。

　今
ま
で
、Ｍ
ち
ゃ
ん
の
家
で
は
ク
リ
ス
マ

ス
を
お
祝
い
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
わ
が
家
に
保
護
し
て
か
ら
最
初
の
ク

リ
ス
マ
ス
は
、
実
の
親
に
放
置
さ
れ
た
ま

ま
長
年
病
院
に
通
っ
て
い
な
か
っ
た
為
、
診

察
の
結
果
、
命
の
危
機
で
入
院
。

　今
年
が
初
め
て
一
緒
に
過
ご
す
ク
リ
ス

マ
ス
で
し
た
。

　と
て
も
思
い
出
深
い
サ
プ
ラ
イ
ズ
に
な
り

ま
し
た
。
夜
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
サ
ン
タ
に
つ

い
て
教
え
ま
し
た
。

　長
崎
県
に
Ｍ
ち
ゃ
ん
と
似
た
境
遇
の
Ｓ
Ｎ

Ｓ
仲
間
が
い
る
そ
う
で
、
探
し
て
み
た
の
で

す
が
長
崎
支
部
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
ね
、

と
一
緒
に
話
し
ま
し
た
。
い
つ
か
出
来
る

と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

Ｍ
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
初
め
て
の
ク

リ
ス
マ
ス
の
思
い
出
に
携
わ
れ
た

こ
と
を
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
サ
ン
タ
と

し
て
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
何
か
し
ら
の
原
因
で
ク
リ
ス
マ

ス
に
思
い
出
が
な
い
子
ど
も
た
ち

が
大
き
く
な
る
前
に
、
幼
少
期
か

ら
「
自
分
は
大
切
な
存
在
な
の

だ
」
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
思

い
出
が
届
く
形
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
、
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。
多

く
の
子
ど
も
達
に
届
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
努
力
を
重
ね
て
い

き
ま
す
。

～どんな子に届いているのか？～

保
護
者
の
生
の
声

こ
な
い
と
思
っ
て
た
サ
ン
タ
が

来
た
時
の
感
動

21
歳
は
じ
め
て
の

ク
リ
ス
マ
ス

子ど 様もの 子 　子
ど
も
が
い
る
現
役
世
帯
の
相
対
的
貧
困
率
は
15
・
１
％
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
ひ
と
り

親
世
帯
の
相
対
的
貧
困
率
が
54
・
６
％
と
、
大
人
が
２
人
以
上
い
る
世
帯
に
比
べ
て
非
常
に
高

い
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。※1

　チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
サ
ン
タ
で
は
対
象
家
庭
の
実
際
の
生
活
や
状
況
に
対
し
て
の
想
い
を
確
認
す

る
た
め
に
、
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
を
対
象
に
調
査
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

※1
（『
平
成
27
年
版
　
子
ど
も
・
若
者
白
書
』
厚
生
労
働
省
）

　２
０
１
７
年
度
の
調
査
結
果
で
は
「
ク
リ
ス
マ
ス
な
ん
て
な
く
て
い
い
、
来
な
い
で
ほ
し
い
と

思
っ
た
こ
と
が
あ
る
」
と
い
う
設
問
に
関
し
て
「
あ
る
」
と
回
答
し
た
の
は
36
・
９
％
で
、
シ

ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
３
人
に
１
人
が
「
思
っ
た
こ
と
が
あ
る
」
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　そ
の
理
由
と
し
て
は
「
お
金
が
か
か
る
」「
時
間
が
か
か
る
（
余
裕
が
な
い
）」「
母
子
ふ
た

り
で
寂
し
い
か
ら
」
と
い
う
回
答
が
目
立
ち
ま
し
た
。

　　ク
リ
ス
マ
ス
が
家
庭
の
中
に
お
い
て
の
最
重
要
イ
ベ
ン
ト※

で
あ
る
の
は
変
わ
ら
な
い
の
に
対

し
、「
子
ど
も
を
落
胆
さ
せ
た
く
な
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、
金
銭
的
な
圧
迫
や
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

を
感
じ
て
い
る
家
庭
が
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

※

「
サ
ン
タ
白
書
２
０
１
７
」

　実
際
に
２
０
１
７
年
度
の
申
し
込
み
家

庭
に
は
「
昨
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
は
プ
レ
ゼ
ン

ト
ど
こ
ろ
か
夜
中
に
半
額
に
な
っ
た
ケ
ー

キ
を
購
入
す
る
の
も
た
め
ら
っ
た
」「
子
ど

も
が
他
の
家
庭
と
比
較
し
な
い
で
済
む
た

め
、
冬
休
み
に
入
っ
て
い
た
こ
と
だ
け
が

心
の
救
い
だ
っ
た
」
と
い
う
声
も
届
い
て
お

り
、
そ
の
切
実
さ
が
伝
わ
り
ま
し
た
。

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
３
人
に
１
人
が

「
ク
リ
ス
マ
ス
な
ん
て
こ
な
い
で
ほ
し
い
」

クリスマスなんてなくてもいい、
来ないでほしいと思ったことがありますか？

ある
36.9%

ない
63.1%

回答数 103

が
家
は
ひ
と
り
親
家
庭
の
た
め
、
ふ
た

り
暮
ら
し
。
一
歳
か
ら
保
育
園
へ
預
け

仕
事
を
し
て
い
て
、
２
年
生
に
な
っ
た
現

在
は
学
童
へ
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
家
に
お
友

達
や
お
客
様
が
遊
び
に
来
る
こ
と
は
一
般
的
な
家
庭

よ
り
か
な
り
少
な
い
と
思
い
ま
す
。
ひ
と
り
親
と
し

て
は
、
週
末
に
他
の
家
族
に
声
を
掛
け
る
の
も
気
が

引
け
る
の
で
、
常
に
ふ
た
り
。
ま
た
は
ひ
と
り
親
友

達
で
遊
ぶ
の
で
母
親
と
子
ど
も
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
ア
ウ
ト
ド
ア
や
イ
ベ
ン
ト
、
サ
ッ
カ
ー
観
戦
な

ど
、
様
々
な
お
出
か
け
が
出
来
る
よ
う
に
努
力
し
て

い
ま
す
が
、
全
て
ひ
と
り
親
の
為
に
無
料
で
開
催
さ

れ
る
イ
ベ
ン
ト
や
、
抽
選
に
応
募
し
て
当
選
し
た
イ
ベ

ン
ト
な
の
で
、
情
報
収
集
や
応
募
に
は
情
熱
を
注
い

で
頑
張
り
ま
す
。
ふ
た
り
で
パ
ー
テ
ィ
ー
を
し
て
も

寂
し
く
、
特
別
な
演
出
も
限
界
が
あ
る
。
せ
め
て
小

さ
い
う
ち
は
ク
リ
ス
マ
ス
と
誕
生
日
く
ら
い
は
「
特

別
」
に
し
た
い
！
と
い
う
思
い
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
サ
ン

タ
に
依
頼
し
ま
し
た
。

我

事
の
掛
け
持
ち
を
し
て
い
て
世
の
中
は
ク

リ
ス
マ
ス
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
や
っ
と

で
の
思
い
で
１
ヶ
月
生
活
を
し
て
い
ま

す
。
元
旦
那
が
置
い
て
い
っ
た
借
金
の
返
済
、
子
ど

も
服
も
同
い
年
の
子
か
ら
譲
っ
て
も
ら
っ
た
服
、
ど
ん

な
に
甘
え
た
い
か
ど
れ
だ
け
寄
り
添
っ
て
欲
し
い
か
痛

い
ほ
ど
伝
わ
る
ん
で
す
が
、
私
自
身
も
や
っ
と
で
生

活
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
段
階
。
少
し
で
も
息
子
に

あ
っ
た
か
い
ク
リ
ス
マ
ス
に
な
っ
て
ほ
し
く
お
申
込
み

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

仕
ど
も
が
本
当
に
欲
し
い
お
も
ち
ゃ
は
買
っ

て
あ
げ
ら
れ
な
い
で
す
が
、
や
っ
ぱ
り
サ

ン
タ
さ
ん
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
た
め
、
日
々
と
て
も
心
苦
し
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。
今
回
こ
う
い
う
素
敵
な
サ
ポ
ー
ト
が
あ
る

と
知
り
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
子
ど
も
を
喜
ば
せ
て
あ
げ

ら
れ
た
ら
と
て
も
い
い
思
い
出
に
な
る
か
な
と
思
い
、

図
々
し
い
か
と
は
思
い
ま
し
た
が
、
お
申
込
み
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

子

子
家
庭
の
た
め
、
日
々
の
生
活
に
追
わ
れ

て
一
般
家
庭
の
よ
う
に
旅
行
や
遠
方
レ

ジ
ャ
ー
を
経
験
さ
せ
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ

ん
。
い
つ
も
心
苦
し
い
思
い
が
あ
り
ま
し
た
が
、
去

年
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
サ
ン
タ
の
存
在
を
知
り
、
い
つ
も
我

慢
さ
せ
て
い
る
分
、
せ
め
て
ク
リ
ス
マ
ス
に
サ
ン
タ
さ

ん
に
会
わ
せ
て
あ
げ
た
い
な
と
思
い
、
応
募
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
当
日
は
想
像
以
上
に
喜
び
、
サ
ン
タ

さ
ん
が
帰
っ
て
も
大
興
奮
。
そ
の
姿
を
見
て
親
と
し

て
色
ん
な
感
情
で
こ
ち
ら
ま
で
泣
け
て
き
ま
し
た
。

母

「
他
の
家
庭
と
の
比
較
が
怖
い
」

そ
ん
な
声
も
。
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い
た
だ
い
た
声

回
被
災
し
て
仮
設
住
宅
に
引
っ
越
し
た
か
ら
、
と
心
配

す
る
娘
。
夜
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
持
っ
て
く
る
場
所
を
確
認

し
て
来
て
く
れ
た
の
だ
と
伝
え
る
と
安
心
し
て
い
ま
し

た
。
自
分
の
名
前
を
知
っ
て
い
る
こ
と
に
も
驚
い
て
い
ま
し
た
。
７

歳
の
次
女
は
人
見
知
り
な
の
で
緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、
お
話
を
し

た
り
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
頂
い
て 

か
ら
は
興
奮
し
て
い
ま
し
た
。
被
災
し

て
か
ら
、
カ
メ
ラ
を
向
け
て
も
あ
ま
り
笑
っ
て
く
れ
な
く
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
サ
ン
タ
さ
ん
の
お
陰
で
笑
顔
の
写
真
が
撮
れ
ま
し
た
。

今

　通常の支部活動ではなく、パート
ナーとして連携。連携団体の受益
者に対し、チャリティーサンタの仕
組みを使っていただき、受益者に
対して支援を届ける制度です。現
在は、今回の社会福祉協議会のよ
うに福祉を担っている団体とをパー
トナーシップ連携を行うことで、従
来のチャリティーサンタでは対応で
きなかった層への働きかけの強化
をめざしています。

関心のある団体の皆様はぜひご
連絡をお願いいたします。

パートナーシップ制度とは？

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
広
げ
る
支
援
の
形

社
会
福
祉
協
議
会
と
の
連
携

よ
り
多
く
の
家
庭
に
届
け
て
い
く
た
め
に
、
今
年
は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
を
使
い
、
既
存
の
団
体
と
の
連
携
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
結
ん
で
活
動
し
て
く
だ
さ
っ
た
倉
吉
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
皆
様
に
お
話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

　２
０
１
８
年
は
未
曾
有
の
大
災
害
が
起
き
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　岡
山
、
広
島
、
愛
媛
を
中
心
に
起
き
た
７
月
豪
雨
災
害
を
は
じ
め
、
地
震
・
台
風
な
ど
に
よ
る

全
国
的
に
災
害
の
多
い
年
と
な
り
ま
し
た
。

　チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
サ
ン
タ
の
ル
ド
ル
フ
基
金
は
、
主
に
「
子
ど
も
の
貧
困
」

へ
働
き
か
け
る
も
の
と
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
他
、
生
活
困
窮
家
庭
に
対

し
て
の
支
援
も
含
め
て
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
生
活
困
窮
の
視
点
で
は

「
経
済
的
に
厳
し
さ
を
抱
え
、
最
低
限
度
の
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
る
恐
れ
の
あ
る
状
態
」
を
指
し
ま
す
。

　災
害
は
日
常
の
中
で
突
然
起
こ
り
、
生
活
を
一
変
さ
せ
る
も
の
で
す
。

そ
の
災
害
で
、
住
ま
い
や
仕
事
、
生
活
に
困
り
ご
と
を
抱
え
た
り
、
日

常
の
生
活
を
取
り
戻
す
た
め
に
大
き
な
労
力
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。

　災
害
の
影
響
で
生
活
の
中
に
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
、
環
境
の
変
化
の
中
が

ん
ば
っ
て
き
た
子
ど
も
達
に
、一
年
の
最
後
に
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
か
ら
「
が

ん
ば
っ
た
ね
」と
伝
え
て
あ
げ
た
い
。２
０
１
８
年
は
災
害
も
来
た
け
ど
、サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
も
来
た
！

と
、
２
０
１
８
年
を
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
に
締
め
く
く
り
、
子
ど
も
た
ち
に
一
生
の
思
い
出
に
残
る
体
験
を

届
け
た
い
。

　Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
サ
ン
タ
で
は
、
こ
れ
ま
で
大
き
な
災
害
が
あ
っ
た
時
に
は
、
対
象
と

な
る
家
庭
・
子
ど
も
た
ち
に
は
無
償
で
「
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
と
の
特
別
な
思
い
出
」
を
贈
っ
て
き
ま

し
た
。（
東
日
本
大
震
災
、
熊
本
地
震
、
九
州
北
部
豪
雨
な
ど
）

　２
０
１
８
年
も
、
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
に
「
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
思
い
出
」
を
無
償
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

た
い
と
準
備
を
進
め
、
結
果
８
８
１
名
の
子
ど
も
達
に
思
い
出
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
届
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

災
害
を
受
け
て 

西
日
本
豪
雨
の
影
響

災
害
の
多
か
っ
た
２
０
１
８
年

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
サ
ン
タ
の
活
動
を

倉
吉
市
で
始
め
た
い
と
思
っ
た
き
っ
か
け

活動をしてみての職員の感想や、
ご家庭やボランティア参加者のからの反応

　災
害
が
起
き
、
住
ま
い
に
被
害
を
受
け
、
自
ら
の
資
力
で
は
住
居
が
確
保
で
き
な
い
方
に
対
し
て
、

行
政
が
民
間
の
賃
貸
住
宅
を
借
り
上
げ
無
償
提
供
す
る
も
の
を
「
み
な
し
住
宅
」
と
い
い
ま
す
。

　在
宅
避
難
や
仮
設
住
宅
で
は
顔
見
知
り
が
い
た

り
、
住
民
同
士
の
関
わ
り
合
い
が
自
然
と
生
み
出
さ

れ
ま
す
が
、
み
な
し
仮
設
は
住
ま
い
も
バ
ラ
バ
ラ
す

る
た
め
、
状
況
が
見
え
づ
ら
い
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　今
回
は
、
み
な
し
仮
設
住
宅
に
も
家
庭
に
も
思
い

出
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
こ
ど
も
の
貧

困
」
の
時
と
同
様
、「
つ
な
が
り
に
く
い
お
う
ち
に
直

接
届
け
る
」
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、「
子

ど
も
の
貧
困
」
と
同
様
、
そ
の
家
庭
へ
の
継
続
的
な

情
報
提
供
や
繋
が
り
へ
の
支
援
は
ま
だ
難
し
い
状
況

に
あ
り
、
今
後
の
改
善
課
題
と
捉
え
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
被
災
地
域
に

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
を
届
け
る
理
由

み
な
し
仮
設
に
も
。

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
だ
か
ら
で
き
る
可
能
性

豪
雨
後
、
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
自
宅
周

囲
の
提
供
写
真
。
２
０
１
８
年
７
月

７
日
（
岡
山
県
）

　私
は
倉
吉
市
の
職
員
時
代
、
子
ど
も
た
ち
を
支
援
す
る
た
め
に
、

子
ど
も
と
併
せ
て
子
育
て
を
応
援
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
、
で

き
る
だ
け
楽
し
く
親
子
の
愛
着
や
自
己
肯
定
感
を
育
め
る
環
境
づ

く
り
に
取
組
み
ま
し
た
。
退
職
後
に
社
協
に
ご
縁
が
あ
り
、Ｆ
Ｒ
Ｊ

２
０
１
８
に
参
加
し
た
と
き
に
出
会
っ
た
の
が
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
サ
ン
タ

の
活
動
で
す
。
ま
ず
は
全
体
を
知
る
た
め
に
合
宿
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
こ
れ
な
ら
子
ど
も
た
ち
も
家
族
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
み
ん

な
が
笑
顔
に
な
れ
る
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
企
業
や
市
民
の
協

力
を
得
て
、
市
や
関
係
団
体
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
一
緒
に
、
倉
吉
の

子
ど
も
た
ち
や
家
庭
に
合
わ
せ
た
サ
ン
タ
訪
問
が
で
き
れ
ば
と
考
え

ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
、
社
会

人
の
ほ
か
、
保
育
士
や
看
護
師
・
保

健
師
等
を
養
成
す
る
市
内
の
大
学
に

話
を
し
、
学
生
に
参
加
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。
将
来
、
人
の
気
持
ち
や
生

活
に
配
慮
の
で
き
る
専
門
職
と
し
て

活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
、

倉
吉
の
中
に
子
ど
も
や
子
育
て
を
応

援
す
る
輪
が
更
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

　職員として、最初にチャリティーサン
タの説明を受けましたが、普通のボラ
ンティアのサンタというイメージでした。
12月にサンタ講習会を開催し一緒に講
習を受ける中で、普通のボランティア
サンタではなく、「本当のサンタになる」
のだとイメージが湧いてきたのを覚えて
います。それはボランティアで参加さ
れた方もそう思われたのではないでしょ
うか。講習を受けサンタの衣装を身に
付けると気分はサンタクロース。私も本
番が待ち遠しく感じられました。
　本番当日、私はサポートサンタとして
出かけました。玄関を開けるとちょっと
びっくりしたような子どもたちの顔が、
だんだん笑顔になっていく様子を見て
こちらも嬉しくなり、帰る頃にはみんな
が幸せな気持ちになっていました。

　訪問を終わり
振り返りの会で
は、「サンタクロースになって良かった」
「来年はもっとたくさんの人にサンタク
ロースになってほしい」「子どもたちの
目がキラキラして感動した」と言った声
が聞かれました。
　訪問した家庭からは「子どもたちがと
ても喜んでいた」関係者からは「来年
は他にも紹介したい家庭がある」と言っ
た声が聞かれました。

　倉吉市では生活保護世帯や困窮家
庭、ハンディキャップのある子どものい
る家庭、県外から移住して来て、倉吉
になじみの薄い家庭などを中心に募集
をかけようと考えています。またボラン
ティアは鳥取看護大学や鳥取短期大学
の学生を中心に募集しようと思っていま
す。昨年より規模を大きくして開催予定
です。

事務局次長兼あんしん相談支援センター所長
河本 勢津子さんより

今年の意気込み

元
常
務
理
事
兼
事
務
局
長

塚
根 

智
子
さ
ん
よ
り
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い
た
だ
い
た
声

回
被
災
し
て
仮
設
住
宅
に
引
っ
越
し
た
か
ら
、
と
心
配

す
る
娘
。
夜
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
持
っ
て
く
る
場
所
を
確
認

し
て
来
て
く
れ
た
の
だ
と
伝
え
る
と
安
心
し
て
い
ま
し

た
。
自
分
の
名
前
を
知
っ
て
い
る
こ
と
に
も
驚
い
て
い
ま
し
た
。
７

歳
の
次
女
は
人
見
知
り
な
の
で
緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、
お
話
を
し

た
り
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
頂
い
て 

か
ら
は
興
奮
し
て
い
ま
し
た
。
被
災
し

て
か
ら
、
カ
メ
ラ
を
向
け
て
も
あ
ま
り
笑
っ
て
く
れ
な
く
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
サ
ン
タ
さ
ん
の
お
陰
で
笑
顔
の
写
真
が
撮
れ
ま
し
た
。

今

　通常の支部活動ではなく、パート
ナーとして連携。連携団体の受益
者に対し、チャリティーサンタの仕
組みを使っていただき、受益者に
対して支援を届ける制度です。現
在は、今回の社会福祉協議会のよ
うに福祉を担っている団体とをパー
トナーシップ連携を行うことで、従
来のチャリティーサンタでは対応で
きなかった層への働きかけの強化
をめざしています。

関心のある団体の皆様はぜひご
連絡をお願いいたします。

パートナーシップ制度とは？

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
広
げ
る
支
援
の
形

社
会
福
祉
協
議
会
と
の
連
携

よ
り
多
く
の
家
庭
に
届
け
て
い
く
た
め
に
、
今
年
は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
を
使
い
、
既
存
の
団
体
と
の
連
携
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
結
ん
で
活
動
し
て
く
だ
さ
っ
た
倉
吉
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
皆
様
に
お
話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

　２
０
１
８
年
は
未
曾
有
の
大
災
害
が
起
き
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　岡
山
、
広
島
、
愛
媛
を
中
心
に
起
き
た
７
月
豪
雨
災
害
を
は
じ
め
、
地
震
・
台
風
な
ど
に
よ
る

全
国
的
に
災
害
の
多
い
年
と
な
り
ま
し
た
。

　チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
サ
ン
タ
の
ル
ド
ル
フ
基
金
は
、
主
に
「
子
ど
も
の
貧
困
」

へ
働
き
か
け
る
も
の
と
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
他
、
生
活
困
窮
家
庭
に
対

し
て
の
支
援
も
含
め
て
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
生
活
困
窮
の
視
点
で
は

「
経
済
的
に
厳
し
さ
を
抱
え
、
最
低
限
度
の
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
る
恐
れ
の
あ
る
状
態
」
を
指
し
ま
す
。

　災
害
は
日
常
の
中
で
突
然
起
こ
り
、
生
活
を
一
変
さ
せ
る
も
の
で
す
。

そ
の
災
害
で
、
住
ま
い
や
仕
事
、
生
活
に
困
り
ご
と
を
抱
え
た
り
、
日

常
の
生
活
を
取
り
戻
す
た
め
に
大
き
な
労
力
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。

　災
害
の
影
響
で
生
活
の
中
に
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
、
環
境
の
変
化
の
中
が

ん
ば
っ
て
き
た
子
ど
も
達
に
、一
年
の
最
後
に
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
か
ら
「
が

ん
ば
っ
た
ね
」と
伝
え
て
あ
げ
た
い
。２
０
１
８
年
は
災
害
も
来
た
け
ど
、サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
も
来
た
！

と
、
２
０
１
８
年
を
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
に
締
め
く
く
り
、
子
ど
も
た
ち
に
一
生
の
思
い
出
に
残
る
体
験
を

届
け
た
い
。

　Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
サ
ン
タ
で
は
、
こ
れ
ま
で
大
き
な
災
害
が
あ
っ
た
時
に
は
、
対
象
と

な
る
家
庭
・
子
ど
も
た
ち
に
は
無
償
で
「
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
と
の
特
別
な
思
い
出
」
を
贈
っ
て
き
ま

し
た
。（
東
日
本
大
震
災
、
熊
本
地
震
、
九
州
北
部
豪
雨
な
ど
）

　２
０
１
８
年
も
、
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
に
「
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
思
い
出
」
を
無
償
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

た
い
と
準
備
を
進
め
、
結
果
８
８
１
名
の
子
ど
も
達
に
思
い
出
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
届
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

災
害
を
受
け
て 

西
日
本
豪
雨
の
影
響

災
害
の
多
か
っ
た
２
０
１
８
年

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
サ
ン
タ
の
活
動
を

倉
吉
市
で
始
め
た
い
と
思
っ
た
き
っ
か
け

活動をしてみての職員の感想や、
ご家庭やボランティア参加者のからの反応

　災
害
が
起
き
、
住
ま
い
に
被
害
を
受
け
、
自
ら
の
資
力
で
は
住
居
が
確
保
で
き
な
い
方
に
対
し
て
、

行
政
が
民
間
の
賃
貸
住
宅
を
借
り
上
げ
無
償
提
供
す
る
も
の
を
「
み
な
し
住
宅
」
と
い
い
ま
す
。

　在
宅
避
難
や
仮
設
住
宅
で
は
顔
見
知
り
が
い
た

り
、
住
民
同
士
の
関
わ
り
合
い
が
自
然
と
生
み
出
さ

れ
ま
す
が
、
み
な
し
仮
設
は
住
ま
い
も
バ
ラ
バ
ラ
す

る
た
め
、
状
況
が
見
え
づ
ら
い
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　今
回
は
、
み
な
し
仮
設
住
宅
に
も
家
庭
に
も
思
い

出
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
こ
ど
も
の
貧

困
」
の
時
と
同
様
、「
つ
な
が
り
に
く
い
お
う
ち
に
直

接
届
け
る
」
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、「
子

ど
も
の
貧
困
」
と
同
様
、
そ
の
家
庭
へ
の
継
続
的
な

情
報
提
供
や
繋
が
り
へ
の
支
援
は
ま
だ
難
し
い
状
況

に
あ
り
、
今
後
の
改
善
課
題
と
捉
え
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
被
災
地
域
に

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
を
届
け
る
理
由

み
な
し
仮
設
に
も
。

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
だ
か
ら
で
き
る
可
能
性

豪
雨
後
、
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
自
宅
周

囲
の
提
供
写
真
。
２
０
１
８
年
７
月

７
日
（
岡
山
県
）

　私
は
倉
吉
市
の
職
員
時
代
、
子
ど
も
た
ち
を
支
援
す
る
た
め
に
、

子
ど
も
と
併
せ
て
子
育
て
を
応
援
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
、
で

き
る
だ
け
楽
し
く
親
子
の
愛
着
や
自
己
肯
定
感
を
育
め
る
環
境
づ

く
り
に
取
組
み
ま
し
た
。
退
職
後
に
社
協
に
ご
縁
が
あ
り
、Ｆ
Ｒ
Ｊ

２
０
１
８
に
参
加
し
た
と
き
に
出
会
っ
た
の
が
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
サ
ン
タ

の
活
動
で
す
。
ま
ず
は
全
体
を
知
る
た
め
に
合
宿
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
こ
れ
な
ら
子
ど
も
た
ち
も
家
族
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
み
ん

な
が
笑
顔
に
な
れ
る
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
企
業
や
市
民
の
協

力
を
得
て
、
市
や
関
係
団
体
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
一
緒
に
、
倉
吉
の

子
ど
も
た
ち
や
家
庭
に
合
わ
せ
た
サ
ン
タ
訪
問
が
で
き
れ
ば
と
考
え

ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
、
社
会

人
の
ほ
か
、
保
育
士
や
看
護
師
・
保

健
師
等
を
養
成
す
る
市
内
の
大
学
に

話
を
し
、
学
生
に
参
加
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。
将
来
、
人
の
気
持
ち
や
生

活
に
配
慮
の
で
き
る
専
門
職
と
し
て

活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
、

倉
吉
の
中
に
子
ど
も
や
子
育
て
を
応

援
す
る
輪
が
更
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

　職員として、最初にチャリティーサン
タの説明を受けましたが、普通のボラ
ンティアのサンタというイメージでした。
12月にサンタ講習会を開催し一緒に講
習を受ける中で、普通のボランティア
サンタではなく、「本当のサンタになる」
のだとイメージが湧いてきたのを覚えて
います。それはボランティアで参加さ
れた方もそう思われたのではないでしょ
うか。講習を受けサンタの衣装を身に
付けると気分はサンタクロース。私も本
番が待ち遠しく感じられました。
　本番当日、私はサポートサンタとして
出かけました。玄関を開けるとちょっと
びっくりしたような子どもたちの顔が、
だんだん笑顔になっていく様子を見て
こちらも嬉しくなり、帰る頃にはみんな
が幸せな気持ちになっていました。

　訪問を終わり
振り返りの会で
は、「サンタクロースになって良かった」
「来年はもっとたくさんの人にサンタク
ロースになってほしい」「子どもたちの
目がキラキラして感動した」と言った声
が聞かれました。
　訪問した家庭からは「子どもたちがと
ても喜んでいた」関係者からは「来年
は他にも紹介したい家庭がある」と言っ
た声が聞かれました。

　倉吉市では生活保護世帯や困窮家
庭、ハンディキャップのある子どものい
る家庭、県外から移住して来て、倉吉
になじみの薄い家庭などを中心に募集
をかけようと考えています。またボラン
ティアは鳥取看護大学や鳥取短期大学
の学生を中心に募集しようと思っていま
す。昨年より規模を大きくして開催予定
です。

事務局次長兼あんしん相談支援センター所長
河本 勢津子さんより

今年の意気込み

元
常
務
理
事
兼
事
務
局
長

塚
根 

智
子
さ
ん
よ
り



あなたもサンタクロースになりませんか？

　
家
庭
行
事
の
中
で
大
切
に
さ
れ
て
い
る
ク
リ
ス
マ
ス
。

　
家
庭
の
状
況
に
課
題
を
抱
え
、
保
護
者
の
都
合
で

「
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
は
来
な
い
」
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
お

う
ち
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
子
ど
も
に
伝
え
ざ
る
を
得

な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
子
ど
も
達
は
心
の
ど
こ
か
で

サ
ン
タ
さ
ん
が
来
て
く
れ
る
こ
と
を
他
の
子
ど
も
た
ち

と
同
じ
よ
う
に
待
っ
て
い
る
。

　「
頑
張
っ
た
君
の
と
こ
ろ
に
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
や
っ

て
き
た
！
」

　
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
サ
ン
タ
は
そ
の
子
の
た
め
の
「
特
別

な
思
い
出
」
の
力
を
信
じ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
「
思
い
出
」
は
支
援
の
入
り
口
に
な
る
可
能

性
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
８
年
は
経
済
的
困
窮
の
家
庭
に
加
え
、
西
日

本
豪
雨
で
被
災
さ
れ
た
家
庭
に
も
思
い
出
を
届
け
ま

し
た
。

　
す
べ
て
の
困
難
な
環
境
に
関
係
な
く
、
す
べ
て
の
子

ど
も
た
ち
に
心
に
残
る
、
特
別
な
家
庭
の
思
い
出
を

届
け
る
た
め
に
。

　
本
レ
ポ
ー
ト
で
は
連
携
な
ど
の
仕
組
み
づ
く
り
を
始

め
、
家
庭
か
ら
の
声
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
サ
ン
タ
代
表
理
事
：
清
輔 

夏
輝

ル
ド
ル
フ
基
金 

担
当
理
事
：
河
津 

泉

き
よ
す
け

▲企業連携により集まった絵本たち

「ルドルフ基金」実績レポート

困難な家庭に思い出を届けるプロジェクト（2018年度）

～ あなたもサンタクロースになれる３つの方法 ～

困難の中にある子ども達に特別な思い出を

クリスマス時期に経済的困難な子どもを支える協働の仕組みづくり
この冊子は『ドコモ市民活動団体助成事業』からの助成金により作成しました。

チャリティーサンタ「ルドルフ基金」の取組では、趣旨に賛同する企業・支援団体・ボランティア・寄付者の皆様の参加をお待ち
しております。お気軽にご連絡ください。

問い合わせ（「ルドルフ基金」事務局） 

ウェブサイト

rudolph@charity-santa.com

https://www.charity-santa.com

ルドルフ基金の取り組みについて

フェイスブックページ

https://rudolph.charity-santa.com

https://www.facebook.com/charity.santa

クリスマスは誰もが知っている特別な日です。
「誰もが知っている日」だからこそ、様々な人が関心をもつ・行動できるきっか
けとなります。 一般市民のボランティア、企業や資源を持つ団体と 連携を通じな
がら、地域社会と「地域の見えにくいと ころで困っている子どもたち」がつながっ
ていける仕組 みをつくること」これが私たちのできることなのではないかと考え
ています。
 どんな環境にいても、すべての子どもたちが笑顔になれる１日めざし、チャリ
ティーサンタがみなさんと一緒に始められる３つの方法をご紹介します。

❶サンタクロースになる
現在、サンタクロースの希望に対し、なり手（ボランティア）が不足をしています。
サンタクロースが増えれば、思い出を届ける先の子ども達も増えます。
全国の支部であなたのサンタクロースの参加をお待ちしています。

❷寄付に参加する
ルドルフ基金の取り組みを通じ、子どもたちの思い出を届けるための準備・仕組みづくりやプレゼントに使用させていただ
きます。皆様の思いを形にし、子どもたちにサンタクロースを届けます。

❸企業連携
チャリティーサンタでは企業の「子どもたちのために」を形にするお手伝いをしています。2017年から始まった絵本を寄付
用に購入する取組「Book santa」は大きく拡大。2018年度は22都府県200書店で、実施することができました。

また、ベーカリー アンデルセンでは
64店舗で、寄付つき商品販売（特定
商品の売上 1% が寄付）、大阪イセタ
ン［ルクアイーレ］にて、寄付つき商
品販売（売上全額が寄付）といった
ように自分たちの市場を通じて、子ど
もたちに働きかける取り組みを行ってい
ます。
多くの人に社会課題を知っていただ
き、身近なところから働きかける土壌
をつくるのには企業との連携がとても
大切だと考えています。何かご一緒に
したいという企業の皆様は是着ご連絡
ください。

10月頃受付開始


